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3 要旨

 本県の海岸マツ林の多くは、潮害防備保安林に指定されており、防災機能等を発揮すべく管理がなされている。防災林とし

て造成された海岸マツ林の防災効果の指標としての塩分捕捉量を把握し、海岸防災林事業への効率的な事業執行の資料と

する。

(1) いわき市新舞子浜のいわき市下大越字北横手地区では、海岸マツ林の林帯幅２００ｍ、樹高８ｍ、成立本数３，０００本/ｈ

ａの箇所の後背地（農耕地）での空中塩分量はｍｇ/㎡/ｈｒ当たりで、マツ林前の空中塩分量を１００％（２７７．４ｍｇ）とする

と１８．７％（５１．７ｍｇ）～４．７％（１３．１ｍｇ）に減少した。 ＊調査時は海よりの風、風速４ｍ/Ｓ程度。

(2) 海岸マツ林の有る場所（北横手地区）と無い場所（いわき市下神谷夏井川河口）を比べてみると、海から内陸へ２００ｍ～

５００ｍ入った場所では、海浜の空中塩分量を１００％（２７７．４ｍｇ～１６５．８ｍｇ）とすると、マツ林の無い箇所では３７％

（６１．２ｍｇ）～２０％（３４．４ｍｇ）、マツ林のある箇所では上記（１）のとおりと減少した。この差はマツ林の塩分捕捉効果

と考えられる。

4 その他の資料等

なし

           




